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は じ め に

　我が国は、周辺水域に豊富な水産資源に恵まれた世界的好漁場を有する「水
産資源大国」です。世界人口の増加や先進国における健康志向から世界の水産
物消費量の増加が続く中、我が国周辺の水産資源は、近い将来、世界的にも一
層貴重なものとなり、これを適切に管理し、食料として持続的に利用していく
ことが今後、ますます重要になるものと考えられます。

　しかしながら、近年、我が国における水産物の消費量は減少傾向が続いてお
り、このような状況が今後も継続すれば、我が国の「身近な自然の恵み」であ
る周辺水域の水産資源が、十分に利用されなくなることも危惧されます。

　このような情勢を踏まえ、本報告書の第Ⅰ章特集では「海の恵みを食卓に～
魚食の復権～」をテーマとし、我が国における水産物消費の現状について、世
界の状況や我が国における食料消費の全体的傾向を踏まえつつ分析していま
す。また、各地で行われている魚食普及や食育の活動、消費者の様々なニーズ
に対応する工夫を凝らした取組について関係者の参考としていただけるよう事
例を多く紹介しています。

　第Ⅱ章では、昨年度の特集に引き続き、東日本大震災により甚大な被害を受
けた水産業の復旧・復興について記述しています。第１節では、震災から２年
を経て今なお道半ばにある被災地の水産業の復旧・復興の現状について、現地
における様々な取組事例も含めて報告し、第２節では、東京電力福島第一原子
力発電所の事故に対応する水産物の安全性確保の取組等について分かりやすい
記述を目指して取りまとめました。

　また、「トピックス～水産この一年～」では、この一年間の水産をめぐる話
題を４点を取り上げて記述しています。さらに、第Ⅲ章「平成23年度以降の我
が国水産の動向」では、水産物の需給をめぐる動き、我が国水産業をめぐる動
き、我が国の水産資源と漁場環境をめぐる動き、水産業をめぐる国際情勢、安
全で活力ある漁村づくりについて報告しています。

　本報告書を通じて、我が国の水産業について国民の関心が高まるとともに、
水産業への理解がより一層深まることとなれば幸いです。


